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（注）豪ドルの円貨換算は、便宜上、平成28年６月30日現在の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値

（１豪ドル＝76.74円）による。
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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
 

　平成28年８月31日付をもって提出した有価証券報告書の「第一部　ファンド情報、第３　ファンドの経

理状況、１　財務諸表」の運用および純資産変動計算書の期末現在純資産について、誤植がありましたの

でこれを訂正するため、本訂正届出書を提出するものです。

 

２【訂正の内容】
＊　　　の部分は訂正箇所を示します。

 

第一部　ファンド情報
 

第３　ファンドの経理状況
 

１　財務諸表

（１）2016年２月29日終了年度

②　損益計算書

＜訂正前＞

（前略）

ＵＢＳ　豪ドル・ボンド・インカム

運用および純資産変動計算書（つづき）

2016年２月29日終了年度

（豪ドルで表示）

 

 豪ドル  千円

（中略）

資本取引による純資産の減少 (8,199,178.35) (629,205)

    

期末現在純資産 (8,226,434.42) (631,297)

 

　添付の注記は、本財務書類と不可分のものである。

（後略）

 

EDINET提出書類

ルクセンブルク三菱ＵＦＪインベスターサービス銀行Ｓ．Ａ．(E15174)

訂正有価証券報告書（外国投資信託受益証券）

2/3



＜訂正後＞

（前略）

ＵＢＳ　豪ドル・ボンド・インカム

運用および純資産変動計算書（つづき）

2016年２月29日終了年度

（豪ドルで表示）

 

 豪ドル  千円

（中略）

資本取引による純資産の減少 (8,199,178.35) (629,205)

    

期末現在純資産 14,699,964.56  1,128,075

 

　添付の注記は、本財務書類と不可分のものである。

（後略）
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